






































































































































① 2006 年度 前期 生 舌日本語■基礎的な日本語の理解 ひらがな､カタカナ.数字l身体部位､曜日など






















義2 : J S Lバンドスケール測定結果
測 定 日 聞 く 言銅 一 読 む 書 く
2 0 0 6 / 6 / 6 1 1 〟 1
2 0 0 6 / 7 / 1 8 �"1 1- 2 1 1
2 0 0 6 / l l / 7 2【3 2 o o






























K (筆者､以下K) : ｢『書きりすずめ』だって｡どんな話だろう｡ Aはフィリピンで鳩飼ってたよね｡どんな話だと思う? ｣ (物言吾の展開を予演略せる)
A(対象生徒､以下A) : ｢すずめが舌(自分の舌を指しながら) ､ C止｣



























A ‥(おじいさんのつづらの中には何が入っていましたか､ という質問を読みながら)｢何 ､ どこ? わかんない0 ｣
K :｢A と一緒 こ読んだところ0 おじいさんはつづら､箱を持って帰ったよね0で ､何が入っていたつけ? 中には…｣
A :｢たからもの｣





















K : ｢うんうん､なんでおばあさんの箱の中は宝物じゃなくて虫だと思った? ｣ (既有知識との関連付けを行いながらテキストの予弟嫁促す)
A:｢あ､ねgs?｣
K:｢うん､じゃあ､なんで触gs､かえるだと思った?｣
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